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第３節 放火火災に係る地域の評価指針

１．地域の評価指針（評価シート）の目的

放火火災に対する地域全体の対応力を評価することを目的として、評価シート

を用いた方法を開発する。これを用いて、地域ぐるみで放火火災防止対策を総合

的かつ効果的に行う前段階として、個人や組織等それぞれのレベルで実施してい

る対策等を確認する。

その後、自己評価の低い項目を中心に、新たな対策を講じて対応力全体のレベ

ルを高めることにより、放火火災防止へつなげていくこととなる。

、 、 、 、評価シートを評価する主体は 個人 事業所 自治会・商店街・団地・町内会

地方公共団体・消防本部等（以下「評価者」という ）といった様々な立場やレ。

ベルがある。評価者が自らの立場を認識し、様々な視点から取組みを行っていく

上で必要性が高いと想定される質問項目を用意し、評価者が当該質問項目に回答

しやすい手法とすることにより、放火火災防止に関する現状の対応力の不足部分

を客観的に把握できるような仕組みの構築を検討した。

２．評価シートの概要

、 「 」 、一般的に 地域ぐるみで 放火されない環境づくり を進めていくに当たって

評価者がそれぞれ置かれている様々な立場に応じた評価指針(評価シート)が策定

することが必要である。

このため 評価者のレベルを４区分し 評価用の入力シートとして 個人用 シ、 、 、 （

ートＡ 、事業所用（シートＢ 、地域用（シートＣ 、地方公共団体用（シート） ） ）

Ｄ）について開発を検討した。

それぞれのＡからＤのシートには、あり方検討報告書、中間報告書、消防機関

の取組み等を基礎資料として、本検討会における委員・専門委員の検討により、

主な評価軸として数種類を設定し〔中項目 、中項目の下に複数の実際の質問項〕

目である〔小項目〕を設定している。

なお、評価者のレベルである４区分、主な評価軸＝〔中項目〕の設定方法、実

際の質問項目である〔小項目〕は、プランの初版として整理したものであるが、

今後、継続的にプランを実施していく中で、効果や実効性を十分吟味し、それぞ

れ見直していくことが必要と考えられる。

上記の内容を整理して表示すると表２-２に示すとおりであるが、小項目を含

めたシートについては、第２編にまとめて示している。



- 2-20 -

表
2
-
2

作
成

し
た

評
価

シ
ー

ト
の

概
要

（
）

シ
ー

ト
名

個
人

用
（

シ
ー

ト
Ａ

）
事

業
所

用
（

シ
ー

ト
Ｂ

）
地

域
用

（
シ

ー
ト

Ｃ
）

地
方

公
共

団
体

用
シ

ー
ト

Ｄ

評
価

対
象

一
般

住
宅

や
共

同
住

宅
等

の
事

業
所

の
建

物
単

体
自

治
会

・
商

店
街

・
団

地
・

町
市

区
町

村
・

消
防

本
部

等
建

物
単

体
内

会
・

住
宅

街
区

等
、

生
活

圏
の

地
域

評
価 中

項
目

①
環

境
要

因
①

環
境

要
因

①
環

境
要

因
①

環
境

要
因

小
項

目
小

項
目

小
項

目
小

項
目

②
敷

地
・

建
物

へ
の

侵
入

防
止

②
敷

地
・

建
物

へ
の

侵
入

防
止

②
敷

地
・

建
物

へ
の

侵
入

防
止

②
敷

地
・

建
物

へ
の

侵
入

防
止

小
項

目
小

項
目

小
項

目
小

項
目

③
可

燃
物

等
の

整
理

③
可

燃
物

等
の

整
理

③
可

燃
物

等
の

整
理

③
可

燃
物

等
の

整
理

小
項

目
小

項
目

小
項

目
小

項
目

④
火

災
の

初
期

対
応

④
火

災
の

初
期

対
応

④
火

災
の

初
期

対
応

④
火

災
の

初
期

対
応

小
項

目
小

項
目

小
項

目
小

項
目

⑤
家

族
や

近
隣

と
の

協
力

体
制

⑤
職

場
や

近
隣

と
の

協
力

体
制

⑤
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
⑤

住
民

・
関

係
機

関
と

の
連

携

小
項

目
小

項
目

小
項

目
小

項
目

⑥
住

民
同

士
の

協
力

体
制

⑥
対

策
実

施
へ

の
積

極
性

小
項

目
小

項
目



- 2-21 -

３．評価軸の設定手順

評価シートについて、個人用（シートＡ）における評価軸〔中項目〕を例とし

て、その考え方を示す。

放火火災防止対策の中項目は、放火行為者が放火に至るまでの行動(想定)に沿

って、その流れをどこで断ち切るかを考慮して検討を加えることとした。放火に

、 〔 〕至るまでの行動の流れと 放火火災防止対策の検討項目としての評価軸 中項目

の対応関係は、図2-20に示すとおりである。

図2-20 放火に至るまでの行動の流れと対応策の評価軸〔中項目〕の対応関係

放火火災は、個人や事業所等が守るべき「生命・財産」を脅かすものである。

この場合、地域で放火火災が発生する危険度は、①「環境要因」と深い関わりが

。 、ある そして生命・財産を放火火災から段階的に防護するためのポイントとして

②「敷地・建物への侵入防止 、③「可燃物等の整理 、④「火災の初期対応 、」 」 」

⑤「家族や近隣の協力体制」が考えられる。

これについては、個人であるか組織であるかを問わず想定されるため、事業所

用（シートＢ 、地域用（シートＣ 、地方公共団体用（シートＤ）についても、） ）

同様な評価軸〔中項目〕を設けてある。

ただし、以下の留意事項が挙げられる。

・⑤の「○○との協力体制」は、評価者に応じて、協力・連携すべき対象が異

なるため、評価者の状況に応じて表現内容が異なることとなる。

・地域用（シートＣ）における中項目⑤「コミュニティ」は、放火火災防止対

策を講じていく中核的な役割を担う地域（町内会、自治会などの生活圏）に
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ついて、放火火災防止対策に限定されない地域の多面的な対応力を評価する

ことが重要であると考えられることから設定している。

・地方公共団体用（シートＤ）における中項目⑥「対策実施への積極性」は、

地方公共団体が地域の主導的な立場から対策を講じる必要があることに鑑み

設定している。

４．評価シートへの入力からレーダーチャート表示までの流れ

（１）評価者は評価する立場に応じて、入力用の評価シートを選定する。

図2-21 入力用評価シートの選定

（２）評価者は、自分が選定した評価シートに設けられた小項目の事項に対し、自

己評価を行う。各質問項目について、実施できている場合「はい 、実施でき」

ていない場合「いいえ」というように、２者択一形式で入力を行う。

図2-22 評価シートへの入力作業（イメージ）

 
【シートＡ】 

個人レベル用 

評価シート 
【シートＢ】 

事業所レベル用 

評価シート 

【シートＣ】 

地域レベル用 

評価シート 

【シートＤ】 

地方公共団体 

レベル用評価シート

【評価者】 

回 答

1 前 面 道 路 は 、主 として 近 隣 者 だ け が 通 行 す る道 路 で す か ？
　□ は い
　□ い い え

2 付 近 の 道 路 は 、深 夜 で も 人 通 りが あ ります か ？
　□ 多 少 ・か な りあ る
　□ ほ とん どな い

3 建 物 前 面 の 道 路 に は 、街 路 灯 が 設 置 され て い ます か ？
　□ は い
　□ い い え

4 自 宅 付 近 で 放 火 が 発 生 し たこと （聞 い たこと ）が あ ります か ？
　□ 発 生 した ことが な い
　□ 発 生 した ことが あ る

5
付 近 で 暴 力 事 件 、ひ った くり 、痴 漢 等 が 発 生 したこ と （聞 い た こ
と ）が あ ります か ？

　□ 発 生 した ことが な い
　□ 発 生 した ことが あ る

6 門 扉 に は 夜 間 鍵 をか け て い ます か ？
　□ は い
　□ い い え ・門 扉 が ない

7 道 路 に 面 した 車 庫 や 物 置 に は 夜 間 鍵 を か け て い ます か ？
　□ は い ・道 路 に 面 した車 庫 や 物 置 が ない
　□ い い え

8 敷 地 内 に 他 人 が 簡 単 に 入 りに くくな って い ま すか ？
　□ 入 りに くい
　□ 入 りや すい

9 深 夜 で も玄 関 灯 や 門 灯 をつ け てい ます か ？
　□ は い
　□ い い え ・玄 関 灯 や 門 灯 が ない

10
長 期 に 留 守 す る際 、新 聞 配 達 を 止 め る、室 内 の 照 明 を点 灯 させ
て お く等 、放 火 対 策 として 心 が け て い る ことは あ ります か ？

　□ は い
　□ い い え

質 問
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（３）入力終了後、評価値が算出される。

（プログラムソフトのシステム内部集計処理）

図2-23 評価値の算出画面（内部集計処理）

（参考）評価値は、以下の手順で算出される。

重み付き達成度（＝小項目評価値）

重み付け達成度とは、中項目における当該小項目の影響を考慮した達成度

のことをいう。

例えば、中項目①「環境要因」に含まれる小項目ＩＤ１の重み付き達成度

は、以下のとおり算出される。

当該小項目の重要度

重み付き達成度＝ ×当該小項目の達成度

中項目に含まれる全小項目

の重要度の総和

2.2

＝ ×１

2.2+2.1+2.8+1.9+1.9

≒0.20

達成度（現状の評価）
※Yes=「1」、
No=「0」を入力

1 2.2 1 0.20 0.81
2 2.1 0 0.00
3 2.8 1 0.25
4 1.9 1 0.18
5 1.9 1 0.18
6 2.6 1 0.22 0.60
7 2.5 1 0.20
8 1.8 0 0.00
9 2.8 0 0.00
10 2.5 1 0.18

：
：

２．敷地・建物への
侵入防止

中項目
評価値中項目 ID

重要度
※1～3で設定

重み付き
達成度

１．環境要因

各項目の重要度は、専門部会委

員による入力値に基づき、それ

らの平均値として定めている。

 評価者の回答結果は、Yes を 1、
No を 0 として加点方式で評価

される。 
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中項目評価値

中項目評価値は、中項目に含まれる小項目評価値（重み付き達成度）の総

和をとったものをいう。

例えば、中項目①「環境要因」の中項目評価値は、以下のとおり算出され

る。

中項目評価値 ＝ 中項目に含まれる小項目評価値の総和

＝ 0.20 +0.00+0.25+0.18+0.18

＝ 0.81

（４） 放火火災に対する自らの危険度の評価結果として、レーダーチャートが提

示される。

・チャートの各辺は、中項目と対応

・各辺の大きさは、放火火災危険度に対する対応力を示し、例えば、チャー

トの辺が短い項目は、対応が遅れているため危険性が高いことを意味する

図2-24 レーダーチャートの表示例

上図は、個人用シートの記入例をレーダーチャートに示したものである。

中項目①「環境要因 、③「可燃物等の整理 、④「火災の初期対応 、⑤「家」 」 」

族や近隣との協力体制」への対応力が高い反面、②「敷地・建物への侵入防

止」への対応が遅れていると読み取れる。

前述までの評価値の目盛りの設定は「0～1」で設定されているが、実際に

使用する場面に応じてこの評価値の目盛りの設定を振り直しても良い。

（例：0～1、0～10〔10点満点方式 、0～100〔100点満点方式 ）〕 〕
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